
（別紙３）

～ 令和7年1月11日

（対象者数） 21 （回答者数）
15

～ 令和7年1月11日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 今後も恵まれた空間を有効に活用していく。

2 研修等に参加し、職員のスキルアップを図る。

3
今後も利用者、保護者と話す機会を大切にし、

より良い支援につなげていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
今後、保護者同士の交流の機会を増やすことを

検討していく。

2
引き続き、出来る範囲で修繕を行っていく。

補修に対して、前向きに動いている。

3

○従業者評価実施期間

○事業所名 特定非営利活動法人　どんぐりはうす

○保護者評価実施期間
令和6年12月17日

○保護者評価有効回答数

令和6年12月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会等、保護者同士の交流の機会が少ない。 保護者同士の日程を合わすのが難しい。

老朽化
築年数が高いため、出来る限りの修繕は行っているが、

老朽化が目立つ。

広々とした空間に、ストレスなくのびのび活動ができる。 エリアなど目的や活動に合わせて、活用している。

発達段階や個性に合わせた丁寧な支援を行っている。
終礼で支援課題や支援方法などを話し合い、

個々に合わせた丁寧な支援へとつなげている。

利用者、保護者の満足度が高い。
利用者、保護者からの意見を聞き、

支援や活動内容に反映している。

事業所における自己評価総括表公表


